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  ２０２３年度コース編成  

 

 

学年 課程名 学科名 コース名 

１年 
職業実践専門課程 

工業専門課程 
情報ソフトウェア科 グローバルＩＴコース 

２年 
職業実践専門課程 

工業専門課程 
情報ソフトウェア科 グローバルＩＴコース 

 

 

 

  ２０２４年度コース編成（計画）  

 

 

学年 課程名 学科名 コース名 

１年 
職業実践専門課程 

工業専門課程 
情報ソフトウェア科 グローバルＩＴコース 

２年 
職業実践専門課程 

工業専門課程 
情報ソフトウェア科 グローバルＩＴコース 
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  用語の説明  

 

 

※ 第一学期：４月～９月 

※ 第二学期：１０月～３月 

※ 通年：第一学期と第二学期をまたがる 

※ 授業時間：１単位時間＝５０分 

※ 必修科目：進級・卒業要件に含む科目 

※ 自由科目：進級・卒業要件に含まない科目 
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２０２３年度 グローバルＩＴコース １年 

必修科目 

（１３科目） 
 

 

 

 

 

# 科目名 学期 授業時間 掲載ページ 

■ ベーススキル    

１ Word/Excel/PowerPoint 第一学期 60 p.6 

■ ヒューマンスキル    

２ ヒューマンスキル 通年 60 p.7 

■ テクニカルスキル    

３ IT リテラシー 第一学期 45 p.8 

４ 情報セキュリティ 第二学期 60 p.9 

５ アルゴリズム 第一学期 60 p.10 

６ データベース 第二学期 50 p.11 

７ Python 第一学期 100 p.12 

８ C# 第二学期 90 p.13 

９ HTML/CSS 第一学期 60 p.14 

１０ JavaScript 通年 60 p.15 

１１ ウェブアプリケーション開発 第二学期 １０３ p.16 

１２ サーバ構築 第二学期 45 p.17 

１３ AI(機械学習) 第二学期 ６６ p.18 

  合計 859  
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4月

4月

5月

5月

5月

5月

6月

6月

6月

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 0 h 0 h

計 2 58 0

実務経験のある教員による授業 実務経験のある教員の経歴 実務経験のある教員の担当時間数

振り返り 授業全体のまとめ 1

総合演習 Word/Excel/PowerPointを用いて資料を作成する 16

総復習テスト 授業内容に関する筆記試験 1

課題演習・確認テスト③ 6

Googleアプリ ドキュメント・スプレッドシート・スライドの利用 3

PowerPoint スライド・図形 3

プレゼンテーション 3

数式・グラフ 3

課題演習・確認テスト② 6

課題演習・確認テスト① 6

Excel セル操作 3

Word 日本語入力 3

文書のデザイン 3

導入 この科目の説明 1

PCの利用 基本的なPCの操作 2

期間（開始及び終了） 項目 内容 講義 演習 実技

【教科書】
『いちばんやさしいワード&エクセル&パワーポイント超入門
Office 2021/Microsoft 365対応』(SBクリエイティブ)

なし

成績評価基準

1.総合演習(60%)
　課題作成物を評価する。
2.確認テスト(30%)
　3回実施する確認テストで評価する。
3.総復習テスト(10%)
　筆記試験で評価する。

授業内容 授業時限数

授業概要／目的 到達目標／留意事項

【概要】
Word、Excel、PowerPointの基本的な操作を学習する。
【目的】
学生生活で必要なPCの基本操作を身に付けること。

【到達目標】
・キーボードで日本語入力ができること。
・Word、Excel、PowerPointの基本的な操作ができること。
【留意事項】
なし

教科書／副教材 関連資格

講義 演習 実験・実習・実技

60 h 0 h 2 h 58 h 0 h

授業期間 授業時限数 学期別時限数 授業方法別時限数

4月 ～ 6月 60 h
第一学期 第二学期

連携科目 なし
ベーススキル ヒューマンスキル テクニカルスキル

○

担当講師 松永　隆男
学年 1年 学期 第一学期

区分 必修

subject Word/Excel/PowerPoint
コース グローバルITコース

対象 全学生

科目名 Word/Excel/PowerPoint
年度 2023年度

科 情報ソフトウェア科
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4月

4月～2月

2月

subject Human Skills
コース グローバルITコース

対象 全学生

科目名 ヒューマンスキル
年度 2023年度

科 情報ソフトウェア科

連携科目 なし
ベーススキル ヒューマンスキル テクニカルスキル

○

担当講師 松永　隆男
学年 1年 学期 通年

区分 必修

授業期間 授業時限数 学期別時限数 授業方法別時限数

4月 ～ 2月 60 h
第一学期 第二学期

授業概要／目的 到達目標／留意事項

【概要】
ヒューマンスキルを身につけるために、イベントやワークショップを
行う。
【目的】
ヒューマンスキルを身につけ、多様性のある社会の中で他者と協働
できる人材になること。

【到達目標】
他者とのコミュニケーションが円滑にできるようになること。
【留意事項】
毎回授業の終わりに確認テストを実施する。

教科書／副教材 関連資格

講義 演習 実験・実習・実技

32 h 28 h 2 h 58 h 0 h

期間（開始及び終了） 項目 内容 講義 演習 実技

【教科書】
なし

なし

成績評価基準

1.確認テスト(100%)
　毎回実施する確認テストで評価する。

授業内容 授業時限数

導入 この科目の説明 1

自己紹介 2

イベント・ワークショップ 各種アクティビティ 56

振り返り 全体のまとめ 1

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 0 h 0 h

計 2 58 0

実務経験のある教員による授業 実務経験のある教員の経歴 実務経験のある教員の担当時間数
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7月

7月～9月

9月

9月

9月

9月

9月

講義 演習 実験・実習・実技

45 h 0 h 0 h

計 45 0 0

実務経験のある教員による授業 実務経験のある教員の経歴 実務経験のある教員の担当時間数

○
システム開発経験のある講師が実務経験を

踏まえた実践的な授業を行う

全体のまとめ 1

振り返り IT用語 3

ITとは 2

経営戦略とシステム戦略 4

確認テスト これまでのまとめと確認テスト②(マネジメント・ストラテジ分野) 3

マネジメント分野 プロジェクトマネジメントとサービスマネジメント 7

ストラテジ分野 企業と法務 5

マルチメディアとヒューマンインタフェース 2

確認テスト これまでのまとめと確認テスト①(テクノロジ分野) 3

データベースとネットワーク 4

セキュリティと情報システム 6

導入 この科目の説明 1

テクノロジ分野 ハードウェアとソフトウェア 4

期間（開始及び終了） 項目 内容 講義 演習 実技

【教科書】
『留学生のためのITリテラシー』(インフォテック・サーブ)

なし

成績評価基準

1.確認テスト(100%)
　2回実施する確認テストで評価する。

授業内容 授業時限数

授業概要／目的 到達目標／留意事項

【概要】
IT(情報技術)にかかわる基礎的な用語を学習する。
【目的】
ITにかかわる用語を理解すること。

【到達目標】
頻出度の高いITにかかわる用語を理解すること。
【留意事項】
なし

教科書／副教材 関連資格

講義 演習 実験・実習・実技

45 h 0 h 45 h 0 h 0 h

授業期間 授業時限数 学期別時限数 授業方法別時限数

7月 ～ 9月 45 h
第一学期 第二学期

連携科目 なし
ベーススキル ヒューマンスキル テクニカルスキル

○

担当講師 松永　隆男
学年 1年 学期 第一学期

区分 必修

subject Information Technology Literacy
コース グローバルITコース

対象 全学生

科目名 ITリテラシー
年度 2023年度

科 情報ソフトウェア科
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10月

10月

10月

10月～11月

11月

11月

subject Information Security
コース グローバルITコース

対象 全学生

科目名 情報セキュリティ
年度 2023年度

科 情報ソフトウェア科

連携科目 なし
ベーススキル ヒューマンスキル テクニカルスキル

○

担当講師 松永　隆男
学年 1年 学期 第二学期

区分 必修

授業期間 授業時限数 学期別時限数 授業方法別時限数

10月 ～ 11月 60 h
第一学期 第二学期

授業概要／目的 到達目標／留意事項

【概要】
情報セキュリティの人的・技術的・物理的対策の学習と演習。国内外
の情報セキュリティの考え方について学ぶ。
【目的】
情報および情報システムの目的・取扱方針・内容を理解し、情報セ
キュリティを確保できる人材になること。

【到達目標】
自らが扱う情報について、情報セキュリティを確保できること。
【留意事項】
レポート課題は、当科目の最終回で説明する。

教科書／副教材 関連資格

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 60 h 15 h 45 h 0 h

期間（開始及び終了） 項目 内容 講義 演習 実技

【教科書】
『なるほど!情報セキュリティ』(インフォテック・サーブ)

なし

成績評価基準

1.確認テスト(80%)
　4回実施する確認テストで評価する。
2.レポート(20%)
　課題レポートを評価する。

授業内容 授業時限数

導入 この科目の説明 1

情報セキュリティ概論 情報セキュリティ概論 12

確認テスト① 1

情報セキュリティ対策その１ 基本的な情報セキュリティ対策 10

確認テスト② 1

ケーススタディ 情報セキュリティインシデント 18

情報セキュリティ対策その２ 将来のIT/AIを想定した情報セキュリティ対策 12

確認テスト④ 2

確認テスト③ 2

振り返り 全体のまとめ・レポート課題の説明 1

講義 演習 実験・実習・実技

15 h 45 h 0 h

計 15 45 0

実務経験のある教員による授業 実務経験のある教員の経歴 実務経験のある教員の担当時間数

○
システム開発経験のある講師が実務経験を

踏まえた実践的な授業を行う
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5月

6月

実務経験のある教員による授業

0 h 0 h 0 h

12 48 0

実務経験のある教員の経歴 実務経験のある教員の担当時間数

講義 演習 実験・実習・実技

計

演習② 探索とソートの基本 1 8

演習テスト② 演習②に関するテスト 3

演習① ゲームプログラミングによる構造の理解 1 8

演習テスト① 演習①に関するテスト 3

確認テスト 理論に関する記述式テスト 3

実践 データの格納、データ構造の種類ごとの活用方法 1 5

理論 データ構造の理解 3

アルゴリズムの理解 3

導入、環境構築 授業全体の目的と概要、スケジュールの説明、設定等 1 1

コンピュータの仕組み CPU、主記憶装置、補助記憶装置の関係 1

ロボット制御の基礎 Arduinoを用いたロボット制御の基礎、C++基礎 1 2

ロボット制御演習 テーブルから落ちないロボットの制御演習 12

ロボット制御テスト テーマに基づいたロボット制御プログラムの作成 3

期間（開始及び終了） 項目 内容 講義 演習 実技

【教科書】
『紙とえんぴつで学ぶアルゴリズムとフローチャート』(日経BP)
『Python完全入門』(SBクリエイティブ)
【副教材】
Arduino
ロボット（貸与）

なし

成績評価基準

1.確認テスト(30%)
　1回実施する確認テストで評価する
2.演習テスト(40%)
　2回実施する演習テストで評価する
３．ロボット制御テスト（30%）
　テーマに基づいたプログラムの成果物を評価する

授業内容 授業時限数

授業概要／目的 到達目標／留意事項

【概要】
プログラミング（スクリプト）言語「Python」を用いてデータ構造と
アルゴリズムを学習する。それぞれの特性や仕組みを理解し、コー
ディングに役立てることができる。
【目的】
データ構造とアルゴリズムを学ぶ必要性を理解する。
データ構造と基本的なアルゴリズムを理解する。

【到達目標】
プログラミング言語が提供するデータ構造やアルゴリズムの仕組み
を理解し、適切に選択・活用することができる。
【留意事項】

教科書／副教材 関連資格

講義 演習 実験・実習・実技

60 h 0 h 12 h 48 h 0 h

授業期間 授業時限数 学期別時限数 授業方法別時限数

5月 ～ 6月 60 h
第一学期 第二学期

連携科目 Python、AI
ベーススキル ヒューマンスキル テクニカルスキル

○

担当講師 野中　正之
学年 1年 学期 第一学期

区分 必修

subject Algorithm
コース グローバルITコース

対象 全学生

科目名 アルゴリズム
年度 2023度

科 情報ソフトウェア科



学校法人 実学教育学園 フォーラム情報アカデミー専門学校 シラバス 

p.11 

11月

12月

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 0 h 0 h

計 11 39 0

実務経験のある教員による授業 実務経験のある教員の経歴 実務経験のある教員の担当時間数

データベースの構築 SQL文の基礎、データベースの構築 1 20

演習テスト データベースの構築に関するテスト 9

データベースの設計、正規化

確認テスト データベースの基礎に関する記述式テスト 3

導入、環境構築 授業全体の目的と概要、スケジュールの説明、設定等 1 1

データベースの基礎 意義、DBMS、データモデル、基礎知識、設計 9 6

期間（開始及び終了） 項目 内容 講義 演習 実技

【教科書】
『データベースとSQL』(インフォテック・サーブ)
『PythonフレームワークFlaskで学ぶWebアプリケーションのしく
みとつくり方』（ソシム）
『PythonではじめるWebサービス＆スマホアプリ書き方・作りか
た』（ソシム）

なし

成績評価基準

１．確認テスト（40%）
　1回実施する確認テストで評価する
２．演習テスト（60%）
　1回実施する演習テストで評価する

授業内容 授業時限数

授業概要／目的 到達目標／留意事項

【概要】
データベースの意義、目的を理解し、SQL文によるデータベースの
操作について学習する。
【目的】
データベースの設計について理解する。
SQL文を用いてデータベースを操作することができる。

【到達目標】
SQLの操作、データベースの構築および操作ができる。
Pythonを用いてサーバサイドのデータベース処理が実装できる。
【留意事項】
学習はローカル環境で行うが、構築演習はレンタルサーバを利用す
る。

教科書／副教材 関連資格

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 50 h 11 h 39 h 0 h

授業期間 授業時限数 学期別時限数 授業方法別時限数

11月 ～ 12月 50 h
第一学期 第二学期

連携科目 HTML/CSS、Python、ウェブアプリケーション開発
ベーススキル ヒューマンスキル テクニカルスキル

○

担当講師 野中　正之
学年 1年 学期 第二学期

区分 必修

subject Database
コース グローバルITコース

対象 全学生

科目名 データベース
年度 2023度

科 情報ソフトウェア科



学校法人 実学教育学園 フォーラム情報アカデミー専門学校 シラバス 

p.12 

4月

5月

6月

7月

9月

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 0 h 0 h

計 11 89 0

実務経験のある教員による授業 実務経験のある教員の経歴 実務経験のある教員の担当時間数

修了テスト テーマに基づいたプログラムの作成 9

演習② デスクトップアプリケーション開発 2 16

演習②テスト 演習②に関する演習テスト 6

演習① ゲームアプリ開発 2 16

演習①テスト 演習①に関する演習テスト 6

Pythonの基礎② オブジェクト指向プログラミング、クラス概念の理解 3 12

確認テスト② Pythonの基礎②に関する記述式テスト 3

外部モジュールの利用、例外処理、等

確認テスト① Pythonの基礎①に関する記述式テスト 3

導入、環境構築 授業全体の目的と概要、スケジュールの説明、設定等 1 2

Pythonの基礎① 変数、リスト、集合、辞書、繰り返し、条件分岐、関数、等 3 16

期間（開始及び終了） 項目 内容 講義 演習 実技

【教科書】
『Python完全入門』(SBクリエイティブ)

【受験任意】
Python 3 エンジニア認定基礎試験（随時）、日商プログラミング検
定 STANDARD/Python（随時）

成績評価基準

1.確認テスト(40%)
　2回実施する確認テストで評価する
2.演習テスト(40%)
　2回実施する演習テストで評価する
3.修了テスト(20%)
　テーマに基づいたプログラムの成果物を評価する

授業内容 授業時限数

授業概要／目的 到達目標／留意事項

【概要】
プログラミング（スクリプト）言語「Python」の基礎を学習する。ライ
ブラリやAPIを活用したゲーム開発、デスクトップアプリケーション
開発など、実践的なプログラミングを学習する。
【目的】
プログラミング知識を生かし、実践的なプログラミング技術を習得
する。

【到達目標】
実践的なプログラミングができる。
AIのベースを身につける。
【留意事項】
他科目「アルゴリズム」「AI」「データベース」「ウェブアプリケーション
開発」においてPythonをベースに学習するため、本科目の理解度
が重要となる。

教科書／副教材 関連資格

講義 演習 実験・実習・実技

100 h 0 h 11 h 89 h 0 h

授業期間 授業時限数 学期別時限数 授業方法別時限数

4月 ～ 9月 100 h
第一学期 第二学期

連携科目 C#、アルゴリズム、AI、データベース
ベーススキル ヒューマンスキル テクニカルスキル

○

担当講師 野中　正之
学年 1年 学期 第一学期

区分 必修

subject Python
コース グローバルITコース

対象 全学生

科目名 Python
年度 2023度

科 情報ソフトウェア科
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11月

11月～12月

12月

12月～1月

1月

subject C# (C Sharp)
コース グローバルITコース

対象 全学生

科目名 C#
年度 2023年度

科 情報ソフトウェア科

連携科目 Python
ベーススキル ヒューマンスキル テクニカルスキル

○

担当講師 松永　隆男
学年 1年 学期 第二学期

区分 必修

授業期間 授業時限数 学期別時限数 授業方法別時限数

11月 ～ 1月 90 h
第一学期 第二学期

授業概要／目的 到達目標／留意事項

【概要】
C#プログラミングの基礎を学習する。
【目的】
C#プログラミングの基礎を習得する。

【到達目標】
C#でコーディングができること。
【留意事項】
なし

教科書／副教材 関連資格

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 90 h 6 h 84 h 0 h

期間（開始及び終了） 項目 内容 講義 演習 実技

【教科書】
『C#のプログラミングのツボとコツがゼッタイにわかる本』(秀和シ
ステム)
【参考書】
『作って覚えるVisual C# 2022デスクトップアプリ超入門』(秀和
システム)

なし

成績評価基準

1.演習課題(60%)
　課題作成物を評価する。
2.確認テスト(30%)
　3回実施する確認テストで評価する。
3.総復習テスト(10%)
　筆記試験で評価する。

授業内容 授業時限数

導入 この科目の説明 1

C#とは 2

Visual Studioの使い方 3

プログラミング 教科書第３章「占いアプリを作ろう」 10

確認テスト① 2

アプリ作成 課題作成 43

教科書第4章「数当てゲームアプリを作ろう」 10

教科書第5章「電卓アプリを作ろう」 10

確認テスト② 2

確認テスト③ 2

オブジェクト指向 オブジェクト指向プログラミングの基礎 2

振り返り 総復習テスト 2

全体のまとめ 1

講義 演習 実験・実習・実技

6 h 84 h 0 h

計 6 84 0

実務経験のある教員による授業 実務経験のある教員の経歴 実務経験のある教員の担当時間数

○
システム開発経験のある講師が実務経験を

踏まえた実践的な授業を行う
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6月

6月

6月

6月～7月

7月

7月

7月

講義 演習 実験・実習・実技

4 h 56 h 0 h

計 4 56 0

実務経験のある教員による授業 実務経験のある教員の経歴 実務経験のある教員の担当時間数

○
システム開発経験のある講師が実務経験を

踏まえた実践的な授業を行う

確認テスト③ 1

Webサイト制作 課題作成 6

振り返り 全体のまとめ 1

確認テスト② 1

テキストのスタイル 6

ボックスモデル 5

フォーム 6

レスポンシブデザイン 4

レイアウト フレックスボックス 6

グリッドレイアウト 6

リンクと画像 3

CSSの基礎 CSSの書式 2

確認テスト① 1

HTMLの基礎 HTMLの書式 3

テキストの表示 6

導入 この科目の説明 1

Webサイトとは 2

期間（開始及び終了） 項目 内容 講義 演習 実技

【教科書】
『スラスラわかるHTML&CSSのきほん第3版』(SBクリエイティブ)

なし

成績評価基準

1.確認テスト(90%)
　3回実施する確認テストで評価する。
2.演習課題(10%)
　課題作成物を評価する。

授業内容 授業時限数

授業概要／目的 到達目標／留意事項

【概要】
HTML、CSSの基礎を学習する。
【目的】
Webページのコーディング(HTML、CSS)の基礎を理解すること。

【到達目標】
基本的なWebページのコーディングができるようになること。
【留意事項】
なし

教科書／副教材 関連資格

講義 演習 実験・実習・実技

60 h 0 h 4 h 56 h 0 h

授業期間 授業時限数 学期別時限数 授業方法別時限数

6月 ～ 7月 60 h
第一学期 第二学期

連携科目 JavaScript
ベーススキル ヒューマンスキル テクニカルスキル

○

担当講師 松永　隆男
学年 1年 学期 第一学期

区分 必修

subject
Hyper Text Markup Language

 / Cascading Style Sheets

コース グローバルITコース

対象 全学生

科目名 HTML/CSS
年度 2023年度

科 情報ソフトウェア科
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7月

9月

10月

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 0 h 0 h

計 4 56 0

実務経験のある教員の経歴 実務経験のある教員の担当時間数実務経験のある教員による授業

演習テスト② 演習②に関する演習テスト 3

修了テスト テーマに基づいたスクリプトおよびページの作成 6

演習① フロントエンド技術に関する演習 6

演習② バックエンド技術に関する演習 6

演習テスト① 演習①に関する演習テスト 3

フロントエンド技術 フレームワークを用いた処理 1 8

バックエンド技術 フレームワークを用いた処理 1 11

導入、環境構築 授業全体の目的と概要、スケジュールの説明、設定等 1 1

JavaScriptの基礎 条件分岐、配列、関数、オブジェクト、データ型 1 12

期間（開始及び終了） 項目 内容 講義 演習 実技

【教科書】
『Bootstrap 5 フロントエンド開発の教科書』（技術評論社）
『JavaScript[完全]入門』（SBクリエイティブ）
【副教材】
『PythonフレームワークFlaskで学ぶWebアプリケーションのしく
みとつくり方』（ソシム）

なし

成績評価基準

1.演習テスト(60%)
　2回実施する演習テストで評価する
2.修了テスト(40%)
　テーマに基づいたスクリプトとウェブページの成果物を評価する

授業内容 授業時限数

授業概要／目的 到達目標／留意事項

【概要】
JavaScriptの基礎を学習する。フレームワークを用いたフロントエ
ンドの処理およびバックエンドの実装について学習する。
【目的】
ウェブアプリケーションについて理解し、フロントエンドおよびバック
エンドに関するプログラミングの基本技術を習得する。

【到達目標】
簡単なウェブアプリケーションが構築できる。
【留意事項】
学習はローカル環境で行い、レンタルサーバ等のオンライン環境は
利用しない

教科書／副教材 関連資格

講義 演習 実験・実習・実技

43 h 17 h 4 h 56 h 0 h

授業期間 授業時限数 学期別時限数 授業方法別時限数

7月 ～ 10月 60 h
第一学期 第二学期

連携科目 HTML/CSS、ウェブアプリケーション開発
ベーススキル ヒューマンスキル テクニカルスキル

○

担当講師 野中　正之
学年 1年 学期 通年

区分 必修

subject JavaScript
コース グローバルITコース

対象 全学生

科目名 JavaScript
年度 2023度

科 情報ソフトウェア科
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10月

11月

12月

1月

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 0 h 0 h

計 12 91 0

実務経験のある教員による授業 実務経験のある教員の経歴 実務経験のある教員の担当時間数

サーバーの利用 レンタルサーバの設定、公開設定、デプロイ 2 7

修了テスト テーマに基づいたウェブアプリケーションを作成する 9

演習③ 演習課題の作成 1 7

演習テスト③ 演習③をベースとしたテスト 6

演習② 演習課題の作成 1 8

演習テスト② 演習②をベースとしたテスト 6

演習① 演習課題の作成 1 8

演習テスト① 演習①をベースとしたテスト 6

ルーティング、フォーム取得、Cookieの基礎、ログの記録

セッション処理、ログイン処理の実装（拡張機能の利用）

導入、環境構築 授業全体の目的と概要、スケジュールの説明、設定等 1 2

Webサービスの基本機能 テンプレートエンジン、ビュー、モデル、URLパラメータ 6 32

期間（開始及び終了） 項目 内容 講義 演習 実技

【教科書】
『PythonフレームワークFlaskで学ぶWebアプリケーションのしく
みとつくり方』（ソシム）
【副教材】
『PythonではじめるWebサービス＆スマホアプリ書き方・作りか
た』（ソシム）

なし

成績評価基準

1.演習テスト(60%)
　3回実施する演習テストで評価する
2.修了テスト(40%)
　テーマに基づいたプログラムの成果物を評価する

授業内容 授業時限数

授業概要／目的 到達目標／留意事項

【概要】
プログラミング（スクリプト）言語「Python」およびフロントエンドの
フレームワークを利用したウェブアプリケーションの開発を学習す
る。
【目的】
これまで学習した知識・技術を生かし、実践的なウェブアプリケー
ション開発を目指す。

【到達目標】
実践的なウェブアプリケーション開発ができる。
フロントエンド、バックエンドそれぞれの技術を知り、使い分けること
ができる。
サーバ上で動作するウェブアプリケーション開発ができる。
【留意事項】
レンタルサーバを利用する。

教科書／副教材 関連資格

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 103 h 12 h 91 h 0 h

授業期間 授業時限数 学期別時限数 授業方法別時限数

10月 ～ 1月 103 h
第一学期 第二学期

連携科目 JavaScript、Python、アルゴリズム、データベース
ベーススキル ヒューマンスキル テクニカルスキル

○

担当講師 野中　正之
学年 1年 学期 第二学期

区分 必修

subject Web Application Development
コース グローバルITコース

対象 全学生

科目名 ウェブアプリケーション開発
年度 2023度

科 情報ソフトウェア科
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1月

1月～2月

2月

2月

2月

2月

2月

subject Server Building
コース グローバルITコース

対象 全学生

科目名 サーバ構築
年度 2023年度

科 情報ソフトウェア科

連携科目 なし
ベーススキル ヒューマンスキル テクニカルスキル

○

担当講師 松永　隆男
学年 1年 学期 第二学期

区分 必修

授業期間 授業時限数 学期別時限数 授業方法別時限数

1月 ～ 2月 45 h
第一学期 第二学期

授業概要／目的 到達目標／留意事項

【概要】
OSのインストール、データベース、各種サーバの設定を行う。
【目的】
サーバ構築の基本を習得する。

【到達目標】
サーバ構築の基本を理解すること。
【留意事項】
なし

教科書／副教材 関連資格

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 45 h 18 h 27 h 0 h

期間（開始及び終了） 項目 内容 講義 演習 実技

【教科書】
『いちばんやさしい新しいサーバーの教本』(インプレス)

なし

成績評価基準

1.サーバ構築課題(100%)
　サーバ構築の進捗で評価する。

授業内容 授業時限数

導入 この科目の説明 1

サーバとOS サーバとは/OSの種類 3

OSのインストール 1 2

ネットワーク プロトコル/IPアドレス/名前解決 2

リモートログイン 1 1

基本的なサーバ構築 Webサーバ 1 3

コンテナの設定 1 3

メールサーバ 1 3

ファイルサーバ 1 3

全体のまとめ 1

仮想化技術 1 2

サーバの運用 監視/バックアップ/セキュリティ/クラウド 3 2

振り返り 総復習テスト 2

実用的なサーバ構築 WordPressの設定 1 6

講義 演習 実験・実習・実技

18 h 27 h 0 h

計 18 27 0

実務経験のある教員による授業 実務経験のある教員の経歴 実務経験のある教員の担当時間数

〇
システム開発経験のある講師が実務経験を

踏まえた実践的な授業を行う
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1月

2月

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 0 h 0 h

計 8 58 0

実務経験のある教員による授業 実務経験のある教員の経歴 実務経験のある教員の担当時間数

修了テスト テーマに基づいたプログラムの作成 9

演習テスト① AI実践①に関するテスト 6

演習テスト② AI実践②に関するテスト 6

AI実践② テーマごとの演習 1 5

3

ウェブサービス オンラインのサービスを利用した深層学習の体験 2 4

AI実践① テーマごとの演習 1 5

確認テスト 基礎理論に関する理解度を確認する記述式テスト

AI基礎 機械学習の理論、関連ライブラリの基礎と技術の利用 3 19

【教科書】
『スッキリわかるPythonによる機械学習入門』（インプレス）

G検定（11月、3月）

成績評価基準

1.確認テスト(20%)
　1回実施する確認テストで評価する
2.演習テスト(40%)
　2回実施する演習テストで評価する
3.修了テスト(40%)
　テーマに基づいたプログラムの成果物を評価する

授業内容 授業時限数

期間（開始及び終了） 項目 内容 講義 演習 実技

導入、環境構築 授業全体の目的と概要、スケジュールの説明、設定等 1 1

授業概要／目的 到達目標／留意事項

【概要】
AI技術（機械学習）をPythonで利用・開発するための基本的技術
を学習する。
【目的】
機械学習の基本理論を理解し、既存の機械学習技術を利用するスキ
ルを習得する。

【到達目標】
機械学習に関連するアルゴリズムを理解し、用途・目的に応じたアル
ゴリズムを選択することができる。
機械学習の流れを理解し、基本的なプログラミングができる。
【留意事項】
連携科目「Python」でPythonの基本が身に付いていること。
授業の一部ではAPIやその他ウェブサービスを利用する。

教科書／副教材 関連資格

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 66 h 8 h 58 h 0 h

授業期間 授業時限数 学期別時限数 授業方法別時限数

1月 ～ 2月 66 h
第一学期 第二学期

連携科目 Python、アルゴリズム
ベーススキル ヒューマンスキル テクニカルスキル

○

担当講師 野中　正之
学年 1年 学期 第二学期

区分 必修

subject Artificial Intelligence (Machine Learning)
コース グローバルITコース

対象 全学生

科目名 AI（機械学習）
年度 2023度

科 情報ソフトウェア科
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２０２３年度 グローバルＩＴコース １年 

自由科目 

（３科目） 
 

 

 

 

 

# 科目名 学期 授業時間 掲載ページ 

■ ベーススキル    

１ キャリア指導 通年 ３３ p.20 

■ テクニカルスキル    

２ IT 各論 第一学期 45 p.21 

３ 多言語プログラミング 第二学期 ４５ p.２2 

  合計 １２9  
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5月

7月

8月

9月

10月

11月

1月

2月

3月

subject Employment Guidance
コース グローバルITコース

対象 任意

科目名 キャリア指導
年度 2023年度

科 情報ソフトウェア科

連携科目 なし
ベーススキル ヒューマンスキル テクニカルスキル

○

担当講師 野中　正之
学年 1年 学期 通年

区分 自由

授業期間 授業時限数 学期別時限数 授業方法別時限数

5月 ～ 3月 33 h
第一学期 第二学期

授業概要／目的 到達目標／留意事項

【概要】
就職活動に必要な基礎知識、基本技法を学習する。
最低限のビジネスマナーを学習する。
【目的】
日本における就職活動の流れと内容を理解し、必要なスキルを身に
つける。また、積極的に就職活動を行うための意識・意欲を高める。

【到達目標】
自己分析・業界・企業研究を経験し、具体的な進路希望が確定してい
ること。今後の就職活動に向けて目標、計画が明確になっており、
2024年3月より就職活動が開始できる状態にあること。
【留意事項】
授業内では説明を基本とし、作業やレポートの作成、履歴書等の応
募書類の作成などの作業は各自で取り組むこと。
本科目では成績評価を行わない。

教科書／副教材 関連資格

講義 演習 実験・実習・実技

15 h 18 h 33 h 0 h 0 h

期間（開始及び終了） 項目 内容 講義 演習 実技

なし なし

成績評価基準

なし

授業内容 授業時限数

導入 到達目標・概要説明 1

進路希望調査 IT業界の基本・調査 2

就活基礎 日本の採用文化・就活スケジュール・各種サイト登録 3

目標設定 将来の夢・在学中の目標・スキル診断 3

キャリアデザイン 自己紹介・自己分析・人生設計 3

インターンシップ インターンシップの基本、マナー、ルール 3

業界・企業研究 職業人講話・企業研究 3

求人票 IT職種の理解・求人票の味方・勤務条件 3

自己PR・志望動機 棚卸・強み・弱み・文章の組み立て 3

応募書類対策 履歴書・職務経歴書の書き方 1

採用試験概要 試験の種類・対策の仕方 1

面接 面接の種類・マナー・基本技法（対面、オンライン） 1

外国人労働者の基礎 在留資格の種類・日本の労働制度 3

まとめ 振り返り・キックオフ 3

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 0 h 0 h

計 33 0 0

実務経験のある教員による授業 実務経験のある教員の経歴 実務経験のある教員の担当時間数
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6月

6月

6月

6月

6月

7月

7月

8月

8月

8月

8月

8月

8月

9月

9月

9月

9月

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 0 h 0 h

計 17 28 0

実務経験のある教員による授業 実務経験のある教員の経歴 実務経験のある教員の担当時間数

振り返り 全体のまとめ 1

「ITとエネルギー」 1 2

「ITと宇宙開発」 1 1

「ITとスポーツ」 1 2

「ITとエンタテインメント」 1 2

「ITとお金」 1 2

「ITと環境」 1 2

「ITと行政」 1 2

「ITとコミュニケーション」 1 2

「ITと医療」 1 2

「ITと教育」 1 2

「ITと住まい」 1 2

「ITと旅行」 1 2

「ITと衣類」 1 2

「ITと農業」 1 2

導入 この科目の説明 1

テーマ学習「ITと○○」 「ITと自動車」 1 1

期間（開始及び終了） 項目 内容 講義 演習 実技

【教科書】
なし

なし

成績評価基準

※本科目の成績評価は行わない。

授業内容 授業時限数

授業概要／目的 到達目標／留意事項

【概要】
ITが社会にどのように浸透しているのかを調査・研究し、発表する。
【目的】
ITと社会のかかわりを理解し、技術動向などIT業界の知見を共有
できるようになること。

【到達目標】
ITと社会の関係について理解すること。
【留意事項】
夏休み中にも授業を実施する。
将来、イノベーティブ人材を志向する学生にとっては、様々な知見を
共有することで素養の下地を作ることが期待できる。特に興味・関
心のない分野のテーマを学習することを勧める。

教科書／副教材 関連資格

講義 演習 実験・実習・実技

45 h 0 h 17 h 28 h 0 h

授業期間 授業時限数 学期別時限数 授業方法別時限数

6月 ～ 9月 45 h
第一学期 第二学期

連携科目 なし
ベーススキル ヒューマンスキル テクニカルスキル

○

担当講師 松永　隆男
学年 1年 学期 第二学期

区分 自由

subject Utilization of Information Technology
コース グローバルITコース

対象 任意

科目名 IT各論
年度 2023年度

科 情報ソフトウェア科
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10月

12月～1月

1月～2月

3月

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 0 h 0 h

計 6 39 0

実務経験のある教員による授業 実務経験のある教員の経歴 実務経験のある教員の担当時間数

Rust 3

プログラミング課題 演習課題 3

その他の言語 擬似言語 3

Go 3

Scratch 3

サーチアルゴリズム 6

ソートアルゴリズム 9

多言語プログラミング データ構造とアルゴリズムの基本 3

簡単なアルゴリズム 6

導入 この科目の説明 1

プログラミング言語の種類 5

期間（開始及び終了） 項目 内容 講義 演習 実技

【教科書】
『アルゴリズムとプログラミングの図鑑【第2版】』(マイナビ出版)

なし

成績評価基準

※本科目の成績評価は行わない。

授業内容 授業時限数

授業概要／目的 到達目標／留意事項

【概要】
アルゴリズムとデータ構造の基本的な考え方と、各プログラミング
言語を比較して学習する。
取り扱うプログラミング言語：擬似言語・C・C#・Go・Java・
JavaScript・PHP・Python・Rust・Scratch・Swift・VBA
【目的】
必修科目で学習するプログラミング言語(C#・JavaScript・
Python)以外の習得を目指す。

【到達目標】
第４プログラミング言語の習得。
【留意事項】
当科目履修の前提条件：いずれかのプログラミング言語を習得して
いることが望ましい。
冬休み・春休み中にも授業を実施する。

教科書／副教材 関連資格

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 45 h 6 h 39 h 0 h

授業期間 授業時限数 学期別時限数 授業方法別時限数

10月 ～ 3月 45 h
第一学期 第二学期

連携科目 なし
ベーススキル ヒューマンスキル テクニカルスキル

○

担当講師 松永　隆男
学年 1年 学期 第二学期

区分 自由

subject Multiple Programming Languages
コース グローバルITコース

対象 任意

科目名 多言語プログラミング
年度 2023年度

科 情報ソフトウェア科
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２０２３年度 グローバル IT コース ２年 

必修科目 

（３科目） 
 

 

 

 

 

# 科目名 学期 授業時間 掲載ページ 

■ テクニカルスキル    

１ 職業実習Ⅰ 第一学期 242 p.２4 

２ 職業実習Ⅱ 通年 344 p.２5 

３ 職業実習Ⅲ 第二学期 273 p.２６ 

  合計 859  
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4月～7月

subject Vocational Training  I
コース グローバルITコース

対象 全学生

科目名 職業実習Ⅰ
年度 2023年度

科 情報ソフトウェア科

連携科目 職業実習Ⅱ
ベーススキル ヒューマンスキル テクニカルスキル

○

担当講師 野中　正之　/　松永　隆男　/　実習先企業講師
学年 2年 学期 第一学期

区分 必修

授業期間 授業時限数 学期別時限数 授業方法別時限数

4月 ～ 7月 242 h
第一学期 第二学期

授業概要／目的 到達目標／留意事項

【概要】
1年次に習得した知識、身につけた技術を活用し、実践的な実習（開
発業務・ビジネスマナー）に取り組む。
【目的】
IT知識・技術の応用的活用による実践力の養成、及び日本社会での
就労に必要となるマナー習慣、文化の習得

【到達目標】
企業で活躍できる人材となること。
【留意事項】
学生ごとに実施内容が異なる
・校外での実習に参加する学生
　⇒企業での職場実習を経験
・校内での実習に参加する学生
　⇒学校内での企業実習・企業研究に取り組む

教科書／副教材 関連資格

講義 演習 実験・実習・実技

242 h 0 h 0 h 0 h 242 h

期間（開始及び終了） 項目 内容 講義 演習 実技

【教科書】
なし

なし

成績評価基準

1.作業報告書(60%)

2.レポート(40%)

授業内容 授業時限数

実践演習 校内外での企業実習による実践力の養成 242

※定期的に学校に報告

※レポートを学校に提出

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 0 h 0 h

計 0 0 242

実務経験のある教員による授業 実務経験のある教員の経歴 実務経験のある教員の担当時間数
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8月～11月

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 0 h 0 h

計 0 0 460

実務経験のある教員による授業 実務経験のある教員の経歴 実務経験のある教員の担当時間数

※レポートを学校に提出

実践実習 校内外での企業実習による実践力の養成 344

※定期的に学校に報告

期間（開始及び終了） 項目 内容 講義 演習 実技

【教科書】
なし

なし

成績評価基準

1.作業報告書(60%)

2.レポート(40%)

授業内容 授業時限数

授業概要／目的 到達目標／留意事項

【概要】
1年次に習得した知識、身につけた技術を活用し、実践的な実習（開
発業務・ビジネスマナー）に取り組む。
【目的】
IT知識・技術の応用的活用による実践力の養成、及び日本社会での
就労に必要となるマナー習慣、文化の習得

【到達目標】
企業で活躍できる人材となること。
【留意事項】
学生ごとに実施内容が異なる
・校外での実習に参加する学生
　⇒企業での職場実習を経験
・校内での実習に参加する学生
　⇒学校内での企業実習・企業研究に取り組む

教科書／副教材 関連資格

講義 演習 実験・実習・実技

159 h 185 h 0 h 0 h 344 h

授業期間 授業時限数 学期別時限数 授業方法別時限数

8月 ～ 11月 344 h
第一学期 第二学期

連携科目 職業実習Ⅰ、職業実習Ⅲ
ベーススキル ヒューマンスキル テクニカルスキル

○

担当講師 野中　正之　/　松永　隆男　/　実習先企業講師
学年 2年 学期 通年

区分 必修

subject Vocational Training  II
コース グローバルITコース

対象 全学生

科目名 職業実習Ⅱ
年度 2023年度

科 情報ソフトウェア科
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12月～2月

subject Vocational Training  Ⅲ
コース グローバルITコース

対象 全学生

科目名 職業実習Ⅲ
年度 2023年度

科 情報ソフトウェア科

連携科目 職業実習Ⅱ
ベーススキル ヒューマンスキル テクニカルスキル

○

担当講師 野中　正之　/　松永　隆男　/　実習先企業講師
学年 2年 学期 第二学期

区分 必修

授業期間 授業時限数 学期別時限数 授業方法別時限数

12月 ～ 2月 273 h
第一学期 第二学期

授業概要／目的 到達目標／留意事項

【概要】
1年次に習得した知識、身につけた技術を活用し、実践的な実習（開
発業務・ビジネスマナー）に取り組む。
【目的】
IT知識・技術の応用的活用による実践力の養成、及び日本社会での
就労に必要となるマナー習慣、文化の習得

【到達目標】
企業で活躍できる人材となること。
【留意事項】
学生ごとに実施内容が異なる
・校外での実習に参加する学生
　⇒企業での職場実習を経験
・校内での実習に参加する学生
　⇒学校内での企業実習・企業研究に取り組む

教科書／副教材 関連資格

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 273 h 0 h 0 h 273 h

期間（開始及び終了） 項目 内容 講義 演習 実技

【教科書】
なし

なし

成績評価基準

1.作業報告書(60%)

2.レポート(40%)

授業内容 授業時限数

実践実習 校内外での企業実習による実践力の養成 242

※定期的に学校に報告

※レポートを学校に提出

講義 演習 実験・実習・実技

0 h 0 h 0 h

計 0 0 460

実務経験のある教員による授業 実務経験のある教員の経歴 実務経験のある教員の担当時間数
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成績評価 
 

 

評価 評点 備考 

S ９０点以上（最高１００点） 科目の出席率が８０％以上であること 

A ８０点以上９０点未満 科目の出席率が８０％以上であること 

B ７０点以上８０点未満 科目の出席率が８０％以上であること 

C ６０点以上７０点未満 科目の出席率が８０％以上であること 

D ６０点未満（最低０点）  

 

 

 

GPA について 
 

 

GPA（Grade Point Average）は、履修科目の評価の平均を数値化した

ものである。 

各科目の授業時数に応じて重みづけをしている(授業時数加重方式)。 

最大値が 4.0 で最小値が 0.0 である。 

 

GPA の算出方法は次の通り。 

 

各科目の評価を次のように数値化する。 

 

評価 S A B C D 

数値 4 3 2 1 0 

  

  次の計算式で当てはめる（履修科目数をＮ とする）。 

  

科目１の評価 ×科目１の授業時数 +科目２の評価 ×科目２の授業時数 +⋯+科目Ｎの評価 ×科目Ｎの授業時数

科目１の授業時数 +科目２の授業時数 +⋯+科目Ｎの授業時数
 

 

０．１未満の端数は四捨五入する。 

なお、GPA を算出する際、自由科目は含めない。 

 



学校法人 実学教育学園 フォーラム情報アカデミー専門学校 シラバス 

p.28 

  



学校法人 実学教育学園 フォーラム情報アカデミー専門学校 シラバス 

p.29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人 実学教育学園 

フォーラム情報アカデミー専門学校 

職業実践専門課程 工業専門課程 

情報ソフトウェア科 

 

２０２３年度 シラバス 

 

２０２３年４月 発行 

学務部 
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